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1． は じめに

　お よ そ微量天 びん の 歴 史を語 る もの で ，Warb −

urg ，
　 E．と Ihlnori，　T ．の 業績に言及 しな い もの

は な い で あ ろ う。た とえば Behrndt，　 K は その研

究に 「1886年以後 の 微量天 びん とそ の発達」 と題

を つ け ， 物理 ， 化学研究用の 微量天 びん は最初に

彼等 に よ っ て 製作 された と して お り， そ の 研究が

発表され た 1886年を画期的年代 と して い る
1）。

　 18世 紀後半の第一次産業革命以来，イ ギ 1丿ス で

急激 に 発達 した精密天び ん は，そ の 発達 の 中心 を

しだ い に ドイ ツ に移行 しっ つ あ っ た
2）

。 ドイ ッ で

は Hamburg の 天びん メ
ー

カ
ー

，　 Bunge，　 P．が
，

1866年 に実感量 1 μg の ナ イ フ エ ッ ジ型の 微量天

び んを製作 し
3）
， Berlinの 天 びん メ ーカ ー，

StUckrath，
　 P．は ピ ボ ッ ト型の 微量天 びん を作り，

そ の 実感 量 が O．5 μg に 達 した の は 1879年で あ っ

た
4）

。
こ れ ら の 微量天 び ん は 物体の 静的 な質量を

計量す る 目的をもち，微量 分析の 分野で 主 と して

使用された 。 こ れ に対 して Warburg，
　E．と Ihm −

ori
，
　T ．の 製 作 した微量 天 び ん は大気圧 か ら真空

まで の 各圧 力 の 下で ，
ふ ん い 気 と温度が 自由に変

え ら れ る よ う に な っ て い た。 しか も質量の 連続的

な変化は，光 の テ コ を使用 して 計量する方法を採

用 し， 物理，化学上の 諸問題 を解決する 目的を も

っ て い た 。 したが っ て それ以後 ， 密度，原子量，

吸着，吸収，膨張係数 ， 磁 化率 ， 蒸気圧，滲透圧 ，

表面張力，粘度 ，粒度分布，化学平衡 ，反 応速度

な ど の 研究が容易に 行 われ るよ う に な っ た 。 本多

光太郎 に よ っ て 創案された熱天びん も
5
勉 こ の 系

譜の上 に位 置する と考え られ るほ ど，物理，化学

上の 諸研究 に 大きな影響を与え て い る
7−9）

。 後年，

Gulbransen，　E．　A ．と Andrew，　K 　F．は こ の よ

うな真空微 量天 びん を 「封入さ れ た物理 化学実験

室」 と称 したが，けだ し名言であ るとい えよ う
10）

。

　しか し，
こ の 研究 は発表 され て か ら 100 年近 く

たち ，
1886年の 原報で さえ 目を通 した者は少な く，

ま して ， そ の他 の
一

連 の 研究は と りあげた 者が い

な い 。 本報告 はこれ らの 研究 の 概要を説明す ると

共 に，彼等 の うちで特 に Ihmori，　T ．に 焦 点 を あ

て て 調査 した結果を示 した もの で あ る 。

2． Warburg ，　E．と ］hmori ，
　T．の 研究

　最初の 研究は Strassburgi　
i＞で 1885年 9 月に 開

かれ た ドイ ッ の 自然研究家 と医者 の研究集会 の 席

上で 発表され た
「2）。研 究者 は Ihmori と Seidel

で，発表者 は Warburg にな っ て い る 。 「ガ ラ ス と

他の 物体上 の 水膜 の 重量 と電気伝導」 と い う題 で

あ る。「固 体ガ ラ ス の 電 気分解」 に つ い て は ，

1884年に Warburg に よ っ て 研究 が行わ れ た
13）

。

彼等 の 研究は電気伝導ば か りで な く，微量 天 び ん

を使用 して 固体表面 に 吸着 され た気体の膜厚も計

量 した 結果が発表 され て い る 。 新生面 を有す る ガ

ラ ス は常温の 湿 っ た空 間中で 水 分 を吸 着 し，10

μ m の 厚さ の膜を つ くっ て 帯電す る 。
こ の ガ ラ ス

を水で 洗 うと放電 し， L4 μ m の 厚 さに相 当す る

水を吸着す る 。 こ れ を加熱 して もふ た たびほ ぼ元

の 状態に もどる 。 こ の 吸着は ガ ラ ス の 表面 の 遊離

ア ル カ リに よ る もの と考え られ ると して い る 。 ま

た 白金網上 の 水銀蒸気の 吸着を しらべ ，20℃ に お

ける蒸気圧 が 晩 rtz
且4） の 0．0013mm に 対 し ， 本

研究で は 0．00ユ2mm
「
で あ っ た 。 天 び ん に つ い て

は 0．1mg が 30目盛 に相当する感度で あ っ た こ と

以外 ， 講演要旨に記載が され て い な い 。こ の 集会

に登 録 した者は約 350 名 で あ り， Warburg と

Ihmori の 名は あ る が ，　 Seidel の 名は の っ て い な

い 。名簿 に は Kohlrausch ，　F ．　W ．　G ．や Quincke，

H ．の 名 もの っ て い る 。 図 1 に 講演要旨集 の 表紙

を示 した 。

　 つ ぎに こ の 研究を基 に して ，Warburg とIhm 一
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　 　 　 　 　　 図 1　 講演要 旨集 の 表紙

ori は 1886年に Annalen　der　 Physik　 und 　 Che −

mie ，　 Neue　FQlge誌 上 に そ の 本 研 究を発表 した

］5〕
。 こ の研究の 中で ，1885年 に 発表 した微量天 び

ん は ピ ボ ッ ト型 で あ っ たが，ひ ょ う量 の 関係で ，

こ の 研究で は ナ ィ フ エ ッ ジ型 に 改造 した と して い

る，，図 2 に こ の 微量 天 び ん と そ の 計 最結果 を示 し

た」天びん の さ お は 外径 lmm ，長さ 8cm の ガ

ラ ス 管で 作 られ ， 両端は 融封 して あ る 。 刃 に は中

央が凹 ん だ剃刀 の …片を使用 し，さお に封蝋で 接

着 した 。 中刃 m の 先は ， 垂 直の 真鍮製柱 M の 上に

固定 さ れ た 真鍮 の 刃受 の 上に おかれ て い た 。 こ の

柱 は小 さな台 T に 2 個 の ビ ス と共 に ハ ン ダ付 け さ

れ て い た 。 中刃 の 両端に は小さな曲 っ た ガ ラ ス 管

g が接着 され て お り，鏡 S が取付 け られ た。 こ の

鏡 は特に 選別 され た顕微鏡用デ ッ キ グ ラ ス に 銀 メ

ッ キ を した もの で ある 。 さお の 質量 は 0．21g で ，

中刃 m の 先 と 2個 の 端刃 1 を連ね た 線 は 直線 に な

る よ うに調整され て い t： ，，端刃 の 上 に は屋根形の

真鍮製 の 刃受 1をの せ ，刃受 に は白金 製 の 輪 t を

つ け ， 物を 吊せ る よ う に して あ っ た。白金 の 輪 と

刃 受の 質 量は 0，024g で あ っ た、、微量天 びん は こ

脚台 の 上 に お か れ ，ガ ラ ス 鐘 G をか ぶ ぜ て 減圧 で

26

きる よ うに して あ っ た、，鏡 か ら 272cm の と こ ろ

にあ る垂直の 尺度上に 鏡の反射光が投影す る よ う

に して あ っ た 。 ひ ょ う量 0．6g の とき ， 感度 は 0．l

mg が 30目盛 ，空掛 の とき50目盛 で あ っ た。感度

は荷 重 1g まで 計量 され た。

　ガ ラ ス 鐘 G に は厚 さ 8mm の ガ ラ ス 窓 q が つ い

て お り，鏡が み え る よ うに な っ て い た。ガ ラ ス 鐘

の E部は活栓 Ho を通 して 水銀 ポ ン プ に接続 され

て い た。M は 内部 の 圧力を計量す るマ ノ メ
ー

タ
ー

で あ る。C の 先に は f［酸化燐 の 入 っ た フ ラ ス コ が

接続 して あ り，D の 先に は 内部に 水を入れ た フ ラ

ス コ が つ い て い る 。 そ の周 囲に は エ ーテ ル を入れ

た容器が ある 。 水流 ポ ン プ で 引 く こ と に よ っ て
，

空気の 泡が エ
ー

テ ル の 中を通 り， エ
ー

テ ル の 蒸 発

速度を変え る こ と に よ っ て ，内部 の 温度 を調 節 す

る よ うに な っ て い た 。 研 究 用 の ガ ラ ス は質量 0．4

g ，直径 2Cm の 球 状 フ ラ ス コ で ， 下に 5mm の

円形 の 穴が あ い て お り，水蒸気を 内部 の 表面 に も

吸着す るよ うに して あ っ た 。 微量大びん の 平衡を

と る の に 分銅 と し て細 い 白金線を使用 し た 。 実験

は各種の ガ ラ ス ，岩塩の 表面へ の 水蒸気の 吸着 に

つ い て 行 われ た 。 彼等 に よ っ て 物理 ，化学上 の 諸

問題 の 研究用 と して 作 られ た最初の 真空微量天び

ん は，ナ ィ フ エ
ッ ジ型 に属 す る もの で ， 光の テ コ

を利用 して 質量 の 連続的 な変化が 計量 され る よ う

に な っ て い た 。

　 第 2 の 論文で ， Ihmori は さき に 開発 した 微量

天びんを使用 し，Strassburgで講 演 し た 白 金 上

の 水銀 の 吸着 に つ い て 詳細 な デ ー
タ を示 し，

0 〜

15℃に お け る水銀 の 飽 和蒸 気圧 の 計算値 を発 表 し

た
ICi）

。 最後の 論文は 1887年に Ihmori に よ り 発表

さ れ た
且η、，彼は鏡 と尺度 の 距離を さ らに はな し，

0．1mg が 200 目盛 に な るよ うな感度 （読取限度

0．5 μg ） と して 微 最 天 び ん を発展 させ た （図 3 ）

そ して 多 くの固体表面上 に水を吸着 させ て 実験を

行 っ た （表 1）。 試料 は 新 しい 真鑰，空気中 に 7

週間放置 した 真鍮 ，シ ェ ラ ッ ク を塗 っ た真鍮，鋼

鉄，黄色 に 酸化 し た 鋼鉄，封蝋 ， 水晶 ，
メ ノ

ー
，

白金，硝子で あ っ た 。
シ ェ ラ ッ ク を塗 っ た真鍮 と

封蝋は 最 も多 く水を吸着 し，酸化 し た金属が こ れ

に つ ぎ，新 し い 金 属は最 も少 な か っ た 。刃 ，刃受，

い わゆ る 臼
18）

も多 くの 水を吸着す るが ， 水晶は少

し し か 吸着 し な い 。特 に 自金分銅 は ほ とん ど吸着
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しな い 。 しか も革で こ する と吸着は ほ とん ど零に

な っ た 。 さ らに Ih【nori は天 びん の 構成材料 に つ

い て つ ぎ の よ う に言及 して い る。さお の金属部分

は 白金 で メ ッ キ すべ きで ， シ ェ ラ ッ クを塗 る こ と

は避 けな ければな らな い 。 彼 は刃 ， 刃受，およ び

い わゆ る臼に は メ ノ
ーの代 りに 水晶を使用 する こ

と も提案 した 。
こ の 論文は科学的な見地 か ら天び

ん の 構成材料を論 じた最初 の 研究で あ っ た。ま た

環境 の影響 によ っ て 真の 質量 を計量す る困難 さを

示唆 した最初の 論文で もあ っ た 。
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図 2　 微量天びん と計量結果
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図 3　 微 量 天 び ん の 拡大図

表 1　 固体 ヒの 水蒸気 の 吸着

固 　　　　 体
温 度

（℃ ）

水蒸気 の 膜厚

　 （μ m ）

真　 鑰 ニ ス を塗装 16．2 28，6
〃 　 ，生地 の ま ま 14．3 0，27
〃 　 ，7週 間空 気中に 放 18．3 2．33

鋼　　鉄 ，生 地 の ま ま　置後 17．4 0．61
〃 　 ，黄 色 に 酸化 ユ6．4 0．81

ニ
ッ ケ ル ， 17．4 0，98

〃　　， 16．1 1．00
封　　蝋，

メ　ノ　
ー， 刃 　，赤

　 〃 　 ，　 〃　，透明
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15．9 0．34
14．8 0．19

15．2 O、19
14、8 0，39
14．8 0．38
一 o
一酬 0

5818 ．4 3．30
15．7 0，79

処理 16．8 0．64
18．1 2．18

2．78
〃 18．5 0．32

〃 　， 〃 ，〃沸騒里

16．318
、418

．619

，117

，218

，115

．315
，8154163

0．682

．280
．290

．593

．990
．950

．353

，40055044

3． Warburg
，
　Seidel，　lhmoriとは誰か

　 Warburg は 1885年発行 の 講演要 旨集 の 名簿 （8ユ

頁）の Warburg の 項 に 「博士，教授，　 Freiburg
，

（物理学研究所）」 とあ る通 り，当時は ドイ ッ の

Freiburg大学の 物理学研究所 の 教授で あ っ た Em −

il　 Gabriel　 Warburgl9） （1846〜 1931） で あ る こ

は 明 らか で あ る。彼 は Hamburg の Altona に 生

まれ ，
1867年 に Berlin大学で 学位を得， 1905〜

1922年の 間は Berlin の 物 理 工 学研究所 の 所 長 に

な っ て お り，強磁性 体 ， 電気毛管現象，お よ び光

化学を中心 に 多 くの 研究を発表 して い る 。
ノ
ーベ

ル 生理 学医学賞を受 け た 息子の Otto　Heinrich
Warburg （1883〜1970） は Freiburg で 生 ま れ ，

1886年 当時 に は 3才で あ っ た ．

　 Seide1 は 前記 の 名簿 に もの っ て い な い し，　 Wa −

rburg と Ihmori の 論文の 488頁に よれば，　 Fre−

iburg 大学 の 物理学研究所で ，ガ ラ ス の 表面に お

け る水の 電気的性質 を研 究 して い た こ とが わ か る
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だ けで あ る 。

　こ れ ら
一

連 の 研 究の 主役 は Ihmori で あ る 。

Ihlnoriの 名は前記の名簿に は rlhmori，　Th ．　，学

生，東京
2G）

（Pergamentergasse ， 4）」 とな っ て い

る 。 ま た 1886年の 2 つ の 論文 に は い ずれ も T ．Ih−

mori 　 aus　Japanと ， 日本出身で ある こ とが明記

されて い る 。 1887年の 最後 の 論文 に は Dr．　T ．　Ih−

mori とあ り，　 Ihmori は こ の 間 に 学 位 を 得 た こ

とが わか っ た 。 そ の 後 ，
Freiburg 大 学 で 複 写 し

た学位 論 文
21）に は Teizo　Jhmori　aus 　Japan22） と

あり， 以上 の 考察か ら イ イ モ リ　 テ イ ゾ ウ とい う

日本の東京に 居住 して い た者 が浮び上 っ て きた。

一方 「日本科学史年表」
23）に よ れ ば，「明治 14年 ，

ミ ュ ル レ ル 原著 を飯盛挺造 が 訳 し，物理 学 3巻を

出 した」 とあ り， ifイ モ リ　 テ イ ゾ ウ が飯 盛挺造

で ある可能性 が 強 くな っ た 。また 当時，東京に お

ける学術の 中心地の 一
つ で あ っ た東京大学に関係

があ っ た の で はな い か と も予想 した 。 同関係者 を

あ た る過程で ，小寺嘉秀の 教示 に よ っ て ，飯盛挺

造の 孫，加藤宏
24）

， さ ら に挺造の 子，飯盛里安
25）

よ り，イ イ モ リ　 テ イゾ ウ は飯盛挺造 で あ る こ と

が判明 した 。 しか し飯盛家は第 2 次世界大戦の 戦

災 に よ り ， 学位論文 と他 の
一

論文
ユ6）

以外の 飯盛挺

造に 関す る書類はすべ て焼失 した 。 したが っ て 現

存す る文献 と関係者 の 教示 を基 に飯盛梃造 の 生涯

を瞥見 して み よ う。

4． 飯盛挺造 の 生 涯

　飯盛挺造 は 1851 （嘉永 4 ）年 8 月24日 ， 飯盛 畜
苞宗房 と フ サ の 長男と して 生れ た 。 生地は肥 前国

多久 邑
2s），現在の 佐賀市水 ケ江

26），赤松町
27−28）

と諸説がある。 こ れは多久邑が 正 し く，本籍地の

移動 に よ り誤 り伝 え られた もの で あ ろ う。 飯盛氏

は藤原秀郷 の 後裔 とい われ，旧姓 を西原 と称 し た 。

下総国原村西分 に居住 して い た西 原孫次郎宗政か

ら 7 代 目の 宗重 の 代 に な り ， 応 永 年 中 （ユ394〜

1427） に肥前国へ 移 り，そ の 子の 光宗 は 「唐津畑

津 ト申所 へ 飯盛山 ト云城ノ 下 二 居住」 し， 姓を飯

盛 に改め た
29）。畑津 とは現在 の 佐 賀県東松浦郡北

波多村付近 と考え られ る 。 後に 佐賀藩の 多久領 に

移 り ， 鍋 島家の 「御親類同格」 の 多久 家に仕 え た 。

飯 盛 挺造の 現存す る最吉 の 記 録 は 1869 （明治 2）

年の 多久家の軍事組織の
一一ee表30）に あ る 。 こ の 頃，

藩の 医師，池 田玄泰か ら ド ィ ッ 語の 手ほ どきを受

けて い た。

　1871 （明治 4 ）年，20才 に な り，医師を志 して

上京 し，外務省洋語学所 に入 学し ド イ ッ 語を学 ん

で い る 。 江戸時代末期か ら蘭学は 漸 くお と ろ え を

みせ て い た 。 特 に当時医師の 間で 読まれ て い たオ

ラ ン ダ醫学書がほ とん ど ドイ ツ語原書の 翻訳で あ

っ た こ とがわか っ て か ら，こ れ に 拍車 が か け られ，

1871年，プ ロ シ ヤ政府か ら 2人 の 軍医 （Mueller，

B．C．　 L．と Hoffmann，　T．　E．） の 来 日を期 に全

面的 に ドイ ツ の 学風が とり入れ られ た 。 飯盛挺造

は洋語学所卒業後，1874（明治 7）年 に ドイ ツ 語

教員心 得 と して 東京外国語学校の 雇 とな っ た 。 翌

年 ， 徳川幕府の 医学所 の 後をつ い だ東京医学校 の

雇と な り，1877 （明治 10）年，東京大学医学部 と

改称 され た際に 助教 とな っ た 。 当時の 医学部は予

備 5年， 予科 3 年，本科 5年で ， 教授 はほ とん ど

ド イ ツ 人で あ っ た。同年 12月現 在の 学生数 と主な

学生は つ ぎ に 示 した
31”’32）

。

　 医学
一等本科生 （22名）

　　佐 々木政吉，清水郁太郎 ， 梅錦之丞，

　　新藤二 郎， 片山国嘉，清野勇

　 二 等本科生 （25名）

　　 浜田玄達 ， 小金井良精，緒方正 規 ， 弘 田長，

　　 榊俶

　 三 等本科生 （30名 ）

　　 高橋順太郎 ， 森林太郎，中浜東
一
郎，甲野彡ミ，

　　 賀古鶴所，江 口襄 ， 井上虎三

　 四等本科生 （36名）

　　 古川栄，青山胤通 ， 佐 藤三 吉，猪子止 才之助，

　　 山根正 次 ， 西郷吉義 ， 遠藤洋

　 五等本科生 （31名）

　　 中島幸次郎，隈川宗雄 ， 河本重次郎，

　　 池 田陽
一

，北 里柴三 郎，山本次郎平

　 一等予科生 （50名 ， 卒業者 22名）

　　 本多忠夫，国谷光文，村 田謙太郎，

　　 土生荘之助 ， 浅 山郁太郎，八木秀太郎 ，

　　 平山益之助，安香堯行

　 二 等 予科生 （65名．卒業者22名）

　　 鈴木愛之助，坪井次郎，三 輪徳寛，内 田周平，

　　 小此木信六 郎

　 三 等予科生 （5ユ名 ， 卒業者 11名）

　　 鳥居春洋，楠正任，井上豊作
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　 予 備第一
級生 （59名，卒業者 17名）

　　 平石庸勝 ， 広津直人，山崎幹 ， 伊藤舜 山，

　　 渡辺棟三 郎

　 予備第二 級生 （59名 ， 卒業者ユ1名）

　　 武岡種洋，馬島永徳 ， 近藤駒造 ， 保利聯

　 予備第 三 級生 （63名 ， 卒業者ユ1名）

　　 笹川三 男三
， 鈴木文太郎 ， 小 Li亅竜徳，

　　 保利真直

　 予備第 四 級生 甲 （51名 ， 卒業者 11名）

　　 井上善次郎，石崎光顕，山口虎太郎，

　　 岡 本槊 松

　 予備第 四級生 乙 （52名，卒業者 11名）

　　 平山松二 ，桂周馬，芳賀栄次郎，伊藤篤 太郎，

　　 入 沢達 吉

入沢達吉
31’32）

に よ れば，

　 「其頃 は 予科で も理 化学 の 初歩を教 へ ま した。

　 飯森挺造氏が物理学 ， 丹 羽藤吉郎氏が化学 の初

　 歩を教 へ られま した。二 人 共佐 賀県人で あ りま

　 したが，此 時分に は ど う云 ふ もの か 医科関係の

　 先生 に も生徒 に も佐賀の 人が非常に多か っ たよ

　 うで あ ります 。 時々 分か らな い 佐賀の 言葉を使

　 はれ る。飯森さ ん が 或時 「ミ ッ チ ョ コ 」
33｝

を 用

　 ゐ て斯 々 と言はれ た 。 別科生は 羅甸語 と思 っ て

　 そ の ま 丶 書取 っ た 。 然 る に 是は 佐賀 の 方言で 水

　 は じき即竜吐水の こ とを云ふ の で あ っ た。」

と当時 の 状況を書 い て い る。飯盛 挺造の 終生の 友

とな っ た下山順
一

郎 と丹波敬三 と の 出会 い は 多分

こ の 頃で あ っ た と思わ れ る。下 山 と丹 波 は共 に

1873 （明 治 6 ）年に ，そ の 前年，東校 か ら改称 さ

れ た第一
大学区医学校 に製薬学教場が設 け られ た

の を機会に 入学 し， 1878（明治H ）年卒業 と同時

に ，母校 の助手に な っ て い た 。

　飯盛挺造は 1878年 ， 東京府第 三 大区十小区 ， 四

谷忍 町の 羽生幸七の 長女，セ イ と結婚 し，新居を

菊坂 町 に も っ た 。 しか し家は谷 間 に あ り，前 に は

川が 流れて い て 湿気が 多か っ た 。 た ま た ま丹波敬

三 の 家 （本郷弓町 2丁 目20番地）の 一軒 お い た隣

が引越 した の で ，丹波 の すす め で 本郷弓町 2 丁 目

22番地 に移転 した 。 翌 年 に ，最初の研究 「光線分

極論 」が東京薬学新誌 に 発 表 され た
34− 35）

。 こ れは

光の 偏光に 関す る理論を解説 した もの で
， 惜 しく

も第 5号で 中断 して い る 。 また 「物理 学 』
36）

が 出

版 され た の も，1879〜1880年で あ っ た。 こ の 本 の

1881 （明治 14）年 の 例言 よ り一部を抜 出 し， そ の

出版の 意図を さ ぐ っ て み よ う。

1． 此物理 学 ハ 譯 者ノ東京大學醫學部 二 於テ 別 課
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メモ ラ ン ダ

　　 生 ヲ 教授 ス ル ノ際其 備忘録 トシ テ 逐 次編纂 シ

　　 之 ヲ生徒二 與 フ ル ノ後漸 ク積 ン テ完全ノ編帙

　　 ヲ成 ス モ ノ ニ 係 ル 爾來本書 ノ 順序 ヲ 追 フ テ物

　　 理學 ヲ講授 ス ル
ー
1数年其歴験 二 因 リテ 漸々 之

　　 ヲ増刪 シ 實地 ノ 講習 二 便宜 ナ ル 體裁 二 改良 シ

　 　 タ ル モ ノ トス

1． 本書 ハ 主 トシ テ獨逸國ノ學士 「ミユ ル レル 」

　　 氏及 ヒ 「ア イ ゼ ン ロ ール 」 氏 ノ 物理 學 ヨ リ譯

　　 出 セ リ ト雖 トモ 間 々 又 「ヨ フ マ ン 」 氏 「ウユ

　　 ル 子 ル 」氏 「デ シ セ 子 ル 」氏等 ノ 諸書 ヨ リ之

　　 ヲ 補譯 シ 參 ユ ル ニ 譯 者校補者 ノ 習學 セ ル 所 ヲ

　 　 以 テ ス

L　尺度量衡 ヲ 本邦 ノ 制 二 改等ス レ ハ 自カ ラ毫厘

　　 ノ差 ヲ生 シ テ推算 二 不便ナ ル モ ノ ナ キ ニ 非 ス

　　且 ッ 現今欧洲各國 二 於テ モ 學術 上ノ計算 ニ ハ

　　總 テ 「メ ー トル 」系統 ヲ 使用 ス ル ヲ常 トス レ

　　 ハ 本書二 於テ モ 亦一
切之 二 準據 ス

こ の 本 は 医学，薬学関係 の 学生を 中心に，1920年

代 まで 広 く使用 され た 。 飯盛挺造 は次第 に物理学

に傾倒 して 行 き，素志 の 医学か ら は な れ て 行 っ た 。

や が て 1881 （明治 14）年 に な り，
一
ド山1幀一

郎，丹

波敬三 と共に東京大学 医学部の 助教授に な っ た
37）

。

翌年山林学校助教 と東京大学予備門分黌兼務
38）

と

な り ， 医術開業試験委員に もな っ た。薬学雑誌に

「薬 学上 分極光 の 実用」
39）を連載 しは じめ，大 日

本 山林会報
40）

に 寄 稿 した の も こ の 頃で あ る 。

ユ883 （明治 16）年，下山順
一

郎は ドイ ッ の Stra−

ssburg 大学 へ 官費留学 を命ぜ られ た
41）

。　丹波 敬

三 と飯盛 挺造 は こ れ に 刺 戟 され た の で あろ う。 翌

年 ， 自費で 丹波 は ドイ ッ の Erlangen大学 へ ，飯

盛 は Frelburg 大学 へ 留学 す る こ と に な っ た v 国

立公文書館 に所蔵 され て い る公文録
42）に は

　別紙文部省伺東京大學助教授飯盛挺造同丹波敬

　三欧 洲 出張ノ件審査候處東京大學教員ノ 内學術

　研 窮 ノ 為 メ 本官 ノ儘海外出張 ノ儀 ハ 曽テ御允裁

　有之全 人等 ハ 何 レ モ 五 ケ年餘大學 二 奉職 （學力

　優等 ）者 ニ テ 先般御允許相成候檻村 清徳同様 ノ

　者 二 付御允許相成可然哉相伺候 也

とあ り ， 1884（明治 17）年 6 月17日に 許可 され て

い る。森鴎外も こ の 日
， 留学を許可 され て い る 。
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こ の 時，飯盛挺造33歳，丹波敬三 30歳，森鴎外22

歳で あ っ た 。

　森鴎外の 『航西 日記』 に よれば
43），同年 8 月の

項に

　　二 十 四 日 。 午前七 時三 十分上舶 。 々 名緜檣勒 。

　仏人所管 。 與余倶此行者凡九人 。 日穂積八束伊

　豫人 。 脩行政學 。 日宮崎道三 郎伊 勢人 。修法律

　學 。 日田中正平淡路人 。 修物理學 。 Eil片 山國嘉

　駿河人 。 修裁 判醫學 。 日 丹波敬三 攝津人。修裁

　判 化學。日飯盛挺造肥前人 。 脩物理學 。 日隈川

　宗雄福嶋人 。 修小児科 。 日萩原三圭土佐人 。 日

　長與称吉肥 前人 。並修普 通醫畢 。 送行者已散 。

　九時發 横濱 。 （後略）

と ある 。 また

　　 二 十九 日 。 （前略） 飯盛痛飲竭河 。 （後略）

とあり，船上で は飯盛が よ く酒 を飲ん だ こ とがわ

かる。船は香港，サ イ ゴ ン， コ ロ ン ボ
，

ア デ ン に

寄港 し， ス エ ズ 運河を通 っ て
，

フ ラ ン ス の マ ル セ

ー
ユ に着 い た の が 10月 7 日 で あ っ た。

　　 初八 日 。 午餐罷 。 至 設哩 路速 家撮影 。 午後
一

　 時 。 田 中，片山，丹 羽 ， 飯盛，隈川，萩 原，長

　 與，諸子先發 。 （後略）

とあ り ， それ ぞ れ の 留学先 へ 向 っ た の で あ ろ う。

翌年 1月，丹波 と飯盛 は鴎外を Leipzigに 訪問 し

て い る。獨逸 日記
44）に よ れば ，

　　 四 日 。 丹波敬三 ，飯盛挺造伯林 よ り來ぬ 。 萩

　 原の 宿にて ， 日本食 を調へ て 餐 しつ
。

とある 。 飯盛 挺造は Freiburg大学で Warburg

教授の 指導の 下に
， 真空微量天びん を開発 し， ガ

ラ ス の 表面 に 吸着 して い る 水の質量 を計量 した の

を は じめ ，白金，岩塩等各種 の 物体上 の 吸着現 象

を研究 し，前述の よ うに 同年 9 月，Strassburg

で 最初の 研究を発表 した。当時，下 山順
一

郎 が

Strassburg 大学に留学 して い たの で ，歓 談 した

もの と思 われ る。 ドィ ッ の 大学に は多 くの 学生組

合があ り ， 大 部分の 学生 は こ れ に 属 して い た
。 各

組合の 団員 は毎週 1回 ， 公認の 酒場に集 ま り， ビ

ー
ル を飲み，大学の 歌を歌 い 歓談す るの が常で あ

っ た 。 下山順
一

郎 と丹波敬三 は ほ と ん ど酒が飲 め

なか っ た 。 あ る時，下山と丹波 は飯盛を訪れ ， ド

イ ツ の 学生 に 「日本人 は水 ば か り飲ん で い る」 と

云われて い る 。 「如 何 様 な介抱」 で もするか ら ，

飲み くらべ を して も らい た い ， とた の み こ ん だ 。
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飯盛は勇躍 ， 飲み くらべ に参加 し，こ こを先途と

飲 み ま くり遂 に 勝利をお さめた 。 ドィ ッ の 学生は

「日本人 で もこ ん な に 飲め る者 が い た の か 」 と唖

然 と して い た そ うで ある 。 しか し飯盛 は別 室に退

い た とたん に 吐出 し，下山等 は ワ ィ シ ャ ッ をぬ い

で 処理に 大童で あ っ た と い われ て い る。

　留学期間は 1年半 の 予定で あ っ たが，こ の期間

内に充分な研究が で き な い こ とが 明 らか とな り ，

丹波敬三 ．飯盛 挺造 の 連名で帰朝延期を 1885年 11

月 17日 に 提出 して い る
45）

。 公文録
46 ）

に よ れば ，

　別紙文部省伺東京大学助教授丹波敬三 同飯盛挺

　造帰朝延期 ノ儀審按候處両人儀 ハ 客年八月中願

　濟學術研究 ノ為大約
一

ケ年半 ヲ 期 シ 自費欧洲 出

　 張専 ラ研學罷在候處尚調 残 ノ 儀有之候 二 付帰朝

　延期願 出候依テ 更 二 十 ケ 月間延期差許度 ト ノ 旨

　 二 有之候右 ハ 豫 テ 同省伺定 ノ 旨趣 二 適合 ノ モ ノ

　 ト被認候間伺 ノ 通 御允許可相成哉相伺候也

　　　　　　　　　御指令案

　　　　　　　伺 ノ 趣聞届候事

　　　　　　明治 十 八 年十
一

月三十 日　 （朱筆）

　 参照

　 十八年六月文部省伺定摘要

　 大學卒業ノ學士 ニ シ テ 教員奉職 ノ者 ハ 特別

　 ヲ以テ在職五年 ヲ待 タ ス 約三 ケ年以上奉職

　 ノ者 ハ 願 二 依 リ往返 トモ ニ ケ 年内外海外留

　 学 ヲ許 ス

とあ り，
20ケ 月の 延期が認め られて い る 。 丹波 は

翌 12月，Erlanen 大学か ら Dr．　der　Philsophie の

学位 を受領 して い る 。

　 か くして 記念す べ き 1886 （明治 19）年 に な り，

1 月に Warburg と 連 名で Annalen 　der　Physik

und 　Chemie，　 Neue　Folgeに 論 文
15）

を提出した

の で あ る 。 飯盛挺造は 2月に 第 2の 論文
16）を投稿

し，
こ れ ら 2 つ の 論文をま とめ，学位論文

21）
と し

て Freiburg大学 に 提出 した 。 翌 3月，　 Freiburg

大学 は飯盛挺造 に Doktor　 der　 Philosophie の 学

位を授与 した 。 飯盛挺造は微量 天びん の 感度 をあ

げ，多 くの 物質の 表面上の 水 の 吸着 に つ い て 包 括

的な実験 を し， 前記の よ うに 第 3 の 論文
且7）

を完成

した 。

　 下 山 は 1886 年 n 月に Strassburg大 学 よ り学位

を受領 した 。 こ の 月に丹波は森鴎外を Mtinchen

に訪問 して い る
47）

。 翌 1887 （明 治 20）年 6 月ユ8 日，
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飯盛 は下山，丹波 と共に帰国 した 。 直 ち に 下山 と

丹波は陸軍
一
等薬剤官 とな り． 7月に は医科大学

教授 とな っ た 。飯盛は 7月 5 日，第四高等中学校
教諭兼教頭 とな り金沢に 赴任 した。 1888（明治20）
年11月に，飯盛 は F 山，丹波 等 8 名と共に ，私立
薬学校を東京 に 創立 した 。 彼等 9 名は同盟員 と称
し，学校 の 財産 の 管理 と 運営 の 一切 を行な う こ と

を約束 して い る 。

　飯盛 は 1893 （明治26）年に ，第四高等学校を退
職 し．女 子高等師範学校 の 教授 とな っ て 東京に 帰
り，私立薬学校や済生学舎

4B）
で物理学を講義 し た 。

飯盛は そ の か た わ ら．前記物理 学を補充す る と共
に，物理学 の 人門書 を 2冊 出版 して い る

49nyso）
。 私

立薬学校は 1900年に東京薬学校と改称 され，1903
年に は そ の 同窓会誌 が発刊 され る 1・至 。 た ． 飯盛
は教頭 として ，こ れ に 祝辞を よせて い る 。

　『乾 坤 茲 に 改ま り，万物悉 く新た な る癸卯 の 春

　光 に 浴 して，我が東京薬学誌は 呱 々 の 声を揚げ

　ぬ 。 之が事に 従ふ の 諸氏身 を挺 し，カを竭 し熱
誠真摯．以 て経営 に倦む な くん ば成功敢て 難 し

　とい ふ べ か らず 。 況ん や 諸氏の 背後 に は本誌 の

為に 労を辞せ ず，進ん で 事に 当る幾多講師諸君
の あ る に 於て を や ，請 ふ 将来益 々本誌 を扶翼 し，
以 て 期道 に濶歩する の 大丈夫た らしめん こ とを，
聊 か 蕪辞を草 して 諸氏に 望 む 。

衣恚罷茄美，痿女爺美茄薇罷，多茄茄莨蓮

茄輸驫ゑ条彪驫， 蓮女憂淺露昆壹・・。」

図 4 は こ の 当時 の 飯盛挺造 で あ る 。

こ の 頃 ・飯盛は軽 い 脳出血を患 ・ た ． そ の た め 好
きな酒 もや め・躰 が 不 舳 に な 。 た の で 人力車
に乗 っ て登校 し講義 を続けて い た 。 飯盛 に は長男，

俊一
，次男 ， 洋次郎の 2 人 の 息子 と 三女が あ っ た

が ， 男子は い ずれ も夭折 した。そ こ で 金沢 の 加藤
里衡 の 次男 ， 里安

52）
を養嗣子 と した。里安は後に

飯盛の 次女，ユ ク と結婚 し た （1910年）．

　飯盛は 教育者 と して 子弟の 能 力を伸ばす た め全
力を傾注 した

53
  学生 に物理学を教 え るの に ，常

に 温顔を も ・ て し・そ の肥満 した 体躯 （糊 5kg ）

と笑顔は す こ ぶ る好感 をも っ て迎え られ た
54）。謡

曲が趣味で ， 特に 狂言に 堪能で あ り ， 丹波が 大名
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臻靉燕、

図 4　 50代の 飯盛挺造

碧

欝

 幅

の と きは
，

い つ も太郎冠者を つ とめ て い た 。 飯盛
は保井コ ノ

5S〕，菅井節子，関根照 子，吉村証子に

物理 学 の 教科書を 書 くよ うに 命 じた 。 原稿は完成
した が，飯盛 の 努力に もか か わ らず，女性iが書 い

た と い うこ とで 出版 は許可され なか っ た
56）

、 飯盛
は こ の 間寸暇 を さい て液 体の 表面張力の 研 究を し

て い たが
， 発

．
表する に 至 らなか っ た 。

1910 （明治43）年 に 東京女 子高等師範学校 の 校
長代理に な っ た が

，
こ の 頃か ら病気は再発の 兆 し

を見せ て い た 。 そ こ で 東京薬学校以外 の 公職を す
べ て 辞任 した 。 消化器 もい ため，欠勤 も多 くな っ

た 。 東京薬学校校友会誌
57）

に よ れば，1916 （大正
5 ）年 2 月に 行 わ れ た例会の 記事に ，

　本会例会 は （中略） 二 月十九 日 （土曜 日）午後

　
一
時よ り本校新校舎階 L第一講堂 に 於 て 開催 せ

　り，当 日丹波 会長公務 差 支の 為め ， 例 に よ り副

会長飯盛先生開会の 辞 を兼ね
．一一

場 の 訓示ある べ

き筈 な りしが，遺憾 なが ら，日頃御病床 に在 は

せ し故を以 て 止むを得ず ，稲 旧講師代 っ て開会
を宣せ らる

． （中略） 終 り に 福森講師登壇，本
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席 は例 に 依 り副会長飯盛先生茲に 閉会を告げ らる

X 筈な れ ど も， 諸君御承知の 如 く頃日来御病床 に

在 られ，臨席な きを遺憾 と し ， 併せ て御回復 を祈

る との 挨拶を述 べ て （後略）

とあ り，飯盛 の 病気が次第 に 重 くな っ て い っ た状

況がわかる。 飯盛は遂に 1916 （大正 5 ）年 3 月 6

日， そ の 65年の 生涯を閉 じた の で ある 。 そ の 最後

と葬儀 の 状況 を ， 東京薬学校校友会誌
58＞は つ ぎの

よ う に 報 じて い る。

　生等が師事せ る，恩師故本校教頭兼幹事同校友

　会副会長正 四位勲三 等 ド ク トル
．

フ ィ ロ ゾ フ ィ

　 ー飯盛挺造先生は，晩年兎角健康を勝 され給 は

　 ざ りしを以て 各所 の 公職 を辞され ， 専 ら吾 が東

　京薬学校教頭兼幹事と して傍 ら同校友会副会頭

　 に ， 献身以 て 日夜教育 の 事 に 従事せ られ しが ，

　 二 月十一
日よ り少 しく異和を感せ られ ， 引籠 り

　 病床 に 呻吟な され，家族方始 め，知人等 ，大に

　心 痛せ ら れ ，折角療養に 怠 りなか り しも，腎臓

　 に 障害を併発 し，名医の 診療 も終に 其効 な く三

　 月六 日午後四時病勢頓 に 革ま り，溢焉 と して 長

　 逝せ らる，噫無常 な る哉悲 しい 哉，想ふ に生等

　 海嶽の 恩未だ其涓竣だ に報い ま つ らず して ， 茲

　 に 忽 ち先生 の 喪 に 遭 ふ ，誠 に 悲 痛 ， 哀惜 の 至 り

　 に堪 へ ず，越 へ て 葬儀は同九 日
59）午後三時谷 中

　 齋場 に 於て ， 壮厳 な る神葬式を以 て 執行 せ られ

　 た るが ， 途中葬列 を廃せ しと雖 も， 霊柩が 本郷

　 区弓町ニ ノ ニ ニ の 自邸 よ り本校校前に到 りし際

　 は丹波校長以下各教職員及 び生徒
一

同 五百有余

　 名整列，誠心敬意を表 して 迎送 し ， 「正 四 位 勲

　 三 等飯盛挺造 の 柩」 と銘記せ る旗を先 頭 に ，二

　 頭立て の馬車威容 正 し く挽き行 く後よ り ， 「飯盛

　先生千古」， 「学海涛生哲人其萎」，「杏林春冷槊

　木遽頽」， 「中華民國留学生同窓会敬 白」と記せ

　 る弔旗を翻ひ し，生徒一同は，程近 き谷中齋場

　 に雹従せ り，是よ り前き既 に会葬者医薬両界の

　 名士は勿論東京帝国大学，女子高等師範学校 ，

　 東京薬学校其他学士，博士無慮七百有余名な り，

　軈 て神官，神酒，饌 を霊前 に供 へ られ，次に 誄

　 詞捧読 あ り ， 了 て 本校校友会評議員船戸忠助君

　 の 点呼に て ， 高橋 （三郎）博士 は学士会を代表

　 して 弔辞 （朗読を省 く以下同 じ） を，次に 池 田

　 博士は 日本薬学会を代 表 し，日本薬剤士会東京

　 支部長宇津治三 郎氏 は 同支部を代表 し東京薬学

校先任講師，薬学士神谷吉兵衛氏は 同校教員総

代 として 東京薬学校出身者会幹事荻村武郎氏は

同会総代 と して ， 同第三 十
一

回卒業 （辰 巳会）

宮城光治氏は i司総代 として 第四十七 回卒業 （学

而会）員文野作次郎氏 は 同総代 と して ， 同校友

会評議員兼主 筆福森永太郎氏は同会総代 と して，

鬪第五期生海江田鷹次郎氏は同生徒総代 として

其他故先生 郷友の 肥前協 会 々 長 伯爵 大隈 重信

（代 理 ） は 同会 総代 と して ，順次各弔辞を捧呈

し，了 っ て喪 主里 安博士 を始め未亡人 以下近親

及知友会葬者 ， 相踵 で 王串を捧げ，午後四時式

を終れ り， 斯 くて 日暮里 火葬場 に於て ，茶毘
一

片 の 煙 と化せ られ ， 永へ に復 た再 び先生 の 温容

に接す る こ と能はず，鳴呼哀 しい 哉，悼 しい 哉。

　 先生公職 の 側 ら，明治廿六年三 月職 に本校 に

就かれて よ り以来恪勤 ， 励精二 十五 年の 久 しき淘

に
一

日如 く日夜教育に将 た 経営 に努め，其衷誠

終 に 職 に 倒 ほ る 丶 に至 る迄変せ ず と謂 ふ べ し，

殊に本会会長を輔佐 して能 く会務 を統 へ ，子弟

尊敬 の 中心 と な り ， 又育英 の 傍 ら著述 に 力を致

す等 ， 常に 身を以 て範 を垂れ，公生涯 に於ける

一身を捧げて 教育 の 為め に 盡 し ， 終生国家 に勤

労 を励まされた る，其功績 の 偉大な るは勿論 ，

本校今 日の 隆盛を見る に至 りた る もの
， 実 に先

生努力 の効亦與 っ て 大な りと謂 ふ べ し， 鳴呼本

校先 きに は恩師前校長下山先生 に 逝 かれ ， 今復

茲 に故先生 と訣か る ， 鳴呼本邦物理 学会 の 耆宿

と して ，声 名夙 に 高き理学界の 巨星堕 つ ，否医

薬両界の大恩 人逝 け り ， 実 に学会の大損失 とし

て 吾人 等 は長へ に 哀惜措 く能 は ざる な り，特 に

本校今や昇 格 して薬学専門学校 た らん とす る に

際 し，此大恩人を喪ふ
， 豈 に獨 り本校 の 不幸の

みな らん や 。

　 先生 の 葬儀 に臨 み生前 の 功労 を思 召 され ， 畏

くも勅使を差遣せ られ ，且 つ 幣 帛を賜は せ らる，

余栄亦大な りと謂 ふ べ し 。

　 先生遺子三女あ り，長女初子故法学士横 山氏

へ 嫁 し，二女郁子養嗣子博士里 安君 に 配 し ，
三

女馥子理 学士 甲田氏 に 嫁 さ る，殊 に養嗣子里安

君は現に第
一

高等学校教授の 職 に 在 られ才学衆

に 秀で 先生 の 卒去 に先 ちて 理 学博士 の 学位 を得

られ ぬ ， 故先生亦以 て冥すべ きな り， 又遺書 と

して は最 も著名な る飯盛氏 「物理学」あ り，因
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　 に先生趣味 と して は登山，謡曲 ， 囲碁等を 好め

　り，
一時は有名な る野村與作氏に就 き ， 和泉流

　 の 能狂 言 を修 業せ られ たる由，茲 に謹み て 弔意

　を表す 。

　飯盛挺造の 墓 は東京都谷中霊園　乙 3号 6側 1ユ

番 に ある 。

5． おわ りに

　飯盛挺造は海外で は微量天 び ん の 先駆者と して
，

日本で は医学，薬学 ，女子教育者 と して ，そ れ ぞ

れ別 個 に す ぐれ た業績を評価 さ れ て い る が ，本報

告 は同一人物 と して 総合 的に そ の 生涯を瞥見 して

みた 。 しか し大部 分 の 記 録は失われ て お り，そ の

一
端 も述 べ られ なか っ た感 じがす る 。 今後 こ れ を

契機に飯盛挺造 の研究が盛ん に なれば幸で ある 。

　付記　資料の 収集 に は 飯盛里 安，飯盛 昌 三，飯盛 ユ ク，

Hans　 R．　Jenemann， 井門千里 ， 加藤宏 ， 川瀬清，神戸

博太郎，Cyril　 J，　Keattch，古 賀棯康，小寺嘉秀，下平

恒男 ， 鈴木泰信 ， 富岡行昌，根本 曽代子，林孝雄，細川

章各氏 の 御協力を得た。深 く感謝 の 意を表する。
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   Teizo  Ihmori, the Pioneer of  the  Mictobalance

                                    Shigeo Iwata

   Probably theTe  is no  

'one
 who  taiks ef  the  history of

 the microbalance  but refers  to the achievements  of

Warburg,  E, and  Ihmori, T. For instance, Bahrndt, K.

 titled his artiele  
"The

 Micrebalance And  Its Develop-

ment  Since 1886", and  stated  that the rnicrobalance  for

physical and  chemieal  researches  was  first developed by
them,  and  that, therefore,  the year  1886 is the
epochmaking  era. This microbalance  was  so  con-

structed  that the atmosphere  and  temperature cotild  be

changed  as  desired in the entire  range  of  pressure from
atmospheric  pressure to vacuum.  Fuithermore, for

weighing  continuous  changes  of  mass,  they  employed  a

method  of  weighing  by means  of  the levei of  light with

the  object  of  solving  various  problems  in physics  and

chemistry.  With  the development  of  this microbalance,

study  of  density, atomic  weight,  adsorption,  absoJption,

coefficient  of expansion,  magnetic  susceptibility,  vapour

pTessure, osmetic  pressure, surface  tension,  viscosity,

particle size  di$tribution, chernicalequilibrium,  reaction

velocity,  etc,,  has become  easier  since  that  time.

   Teizo Ihmori  was  born  in the Province  of  Hizen on

August  24, 1851. He  went  up  to Tekyo  in 1871, where

he leaTned German  and  then taught  German  at  the

Tokyo  Foreign  Language  School, In 1877, he became

an  assistant  teacher in the Medical Faculty ofthe  Tokyo

University and  taught  physics there. Meanwhile,  he

translated a  German  book  on  physics into Japanese
and  published it fer the students  of  hisMedical Faculty

as their refeTence  books. In 1881, he becarne an

assistant  professor, and  simultaneously  he taught in

another  school.

   In 1 884, Teizo Ihmori studied  in Freiburg University

in Germany,  where  he made  a  microbalance  under  the

guidance  of  Prof, Warburg  of  the Physical Institute.

Using  this microbalanoe,  he studied  the phenemena
of  water  adserption  on  the  surface  of  glass and  many

other  substances,  and  contributed  his article to Annalen
der Physik and  Chemie, Neue  Folge,

   In March,  1886, Freiburg University awarded  him
the degree of  Dokto;  der Philosophie. He  further

improved  his mierobalance,  raised  its sensitivity to O.5

pg  and  using  it, he studied  the phenomena  of  adsorption

of  man\  substances  and  published  his rnany  views  on

the  component  materials  of  the microbalance.

   In 1887, he !eturned  home  and  served  in the  Fourth

High  School both  as  a  teacher  and  the  yice  principal

temporarily.  In the fellowing year, he founded a

private pharmaceutical school  with  some  of  his friends,

arid after 1893, he becarne professors of  the above-

mentioned  school  and  a gir l's higher normal  school.

   As  an  educator,  he devoted himself solely  in order  to

develop his students'  abilities.  While he was  teaching

physics to his students,  he always  wore  a  kindly face,

and  his fat body  and  smiling  face were  favourab]y

received  with  good  feeling.

   However,  at  the  beginning of  the  20th century,  he

was  attacked  by cerebral  hemorrhage. Although  he
recovered  once,  he had been  in poor health since then,

He  passed away  in March, 1916  at  the  age  of  65.
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